
 

8.10 安全シンポジューム報告 

御巣鷹山事故から 30 年 

安全運航確立への労働組合の役割 

健全な航空事業発展に向け 

物言う組合の必要性に確信を 
 

 8 月 10 日、安全シンポジュームが開催され、原告団及び支援共闘会議に加え支

援者 600 余名が参加しました。また、OB 乗員有志の会の会員も参加しました。 

 シンポジュームでは、「明日への誓い 『誰の為の安全なのか。 何のための解

雇なのか。』」を主題に、安田浩一(ジャーナリスト)・田中博文(国労副委員長)・内

田妙子(客室原告団長)・飯田祐三（パイロット原告副団長）の各氏がパネリストと

して、新崎盛吾（新聞労連委員長）氏が司会を行いました。 
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安全で明るい JAL

パネリストの意見交換の中で、飯

田さんは「安全を守る為には、自

由に物の言える信頼関係が不可

欠です。御巣鷹山事故の教訓から

機長組合が設立され、(乗客)死亡

事故がなくなったことが物語っ

ている。」内田さんは「（整理解雇

強行は）安全を守り、放漫経営を

止めるようたたかってきた日航キャビンクルーユニオン(CCU)などを弱体化する

為のものでした。」田中さんは「JR 福知山線事故当時は（JR 西日本国労書記長）、

日勤教育（反省文・草むしりなど）という事で、職場がプレッシャーを感じてい

た。安全より利益を優先させる経営は間違っている。労働者へのミスの責任転嫁



は止めさせないといけない。」安田さんは「空も含めた交通機関の安全を守る為に、

は、経営や航空政策にしっかり意見を言う労働組合の存在が重要。」などの指摘が

出されました。 

 そして、解雇されたパイロットと客室乗務員の組合活動家・高経験者たちを職場

に復帰させるたたかいを強化する必要性が訴えられました。 

最後に、政府と日本航空に対して、解雇争議を早期に解決し、公共交通機関とし

て、安全と公共性重視の経営に立ち返らせるたたかいを強化する事を「明日への誓

い」として参加者一同で確認しました。 

 

 

 
    8.10 安全シンポジュームの会場 

 

関連ニュース 

        

 安全シンポジューム声明文 「明日への誓い」  JAL 不当解雇撤回ニュース 457 号  

JAL 不当解雇撤回配布ビラ 1 号・2号・3 号  JJ 労組ニュース 18-30・ 18-31   

詳細は、枠内をクリックして御覧下さい。 

 

2015 年度 夏季カンパ支援取り組み参加  宜しくお願い致します 
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